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研究の成果
　マダガスカル島で実施された鳥類に関する生態
調査の成果は，多くの書物や論文として公表され
ている．特にオオハシモズ類の系統分類と採食生
態に関する研究やオオハシモズ類の一種であるア
カオオハシモズの協同繁殖に関する研究は国際的
に高い評価を得ている．オオハシモズ類は分類学
的にあいまいな種群だったが，ミトコンドリア
DNAやリボゾーム RNAの塩基対の比較から，オ
オハシモズ類はひとかたまりのグループで，祖先
種がマダガスカル島に進入してから比較的短期間
に爆発的に適応放散したことがわかった．オオハ
シモズ類の進化と適応放散は，高校生の生物の副
読本にも紹介されている．
　私自身，もっとも大きな成果は，山岸氏による
マダガスカル人の研究者の育成であったと考えて
いる．山岸氏は，アンタナナリヴ大学出身の
Herilala Randriamahazo氏とHajanirina Rakotomanana
氏を日本に招き，それぞれ爬虫類と鳥類を材料に
博士論文の指導を行った．Randriamahazo氏は現
在，マダガスカルの両生類と爬虫類の保護に携わ
り，Rakotomanana氏は，アンタナナリヴ大学理学
部の教授として鳥類の研究者の育成に係わってい

る．Randriamahazo氏や Rakotomanana氏とその学
生は，マダガスカルにおける私たちの重要な研究
協力者となっている．

おわりに
　私たちの年代は，アフリカなどの海外で動物の
生態を調査することは夢であった．その当時は，
動物の海外調査といえば，京都大学を中心とした
アフリカの類人猿調査やタンガニイカ湖の魚類の
調査であった．海外に調査地をもつ鳥の生態調査
は，残念ながら平成になるまで無かった．
　マダガスカル島には原猿，テンレックなどの哺
乳類，鳥類，爬虫類，両生類の固有種が多数生息
している．そのため，アメリカ，ドイツ，イタリ
アなどの研究者がこれら固有種の生態調査に取り
組んでいる．その中で，長期にわたって鳥類の生
態調査を継続しているのは日本人のグループだけ
である．科学研究費補助金を得て，鳥類の生態調
査を 20年にわたり継続しているマダガスカル調査
は，日本鳥学会の歴史の中でも希有であり，日本
人による鳥類の海外調査の先鞭として位置づけら
れる．

オーストラリア熱帯モンスーン地域における 
鳥類の長期研究プロジェクト

江口和洋（九州大学大学院理学研究院）

1．チーム編成および研究協力者
☆第 1次： 2002年度～2004年度：科学研究費基
盤研究B（1）（課題番号：14405007）「オースト
ラリア産鳥類における協同繁殖の多様な進化」
（代表者：江口和洋；分担者：上田恵介，永田尚
志，高木昌興；海外研究協力者：R. A. Noske）

☆第 2次： 2005年度～2008年度：科学研究費基
盤研究A（課題番号：17255003）「ハイガシラゴ
ウシュウマルハシにおける協同繁殖の多様な展
開」（代表者：江口和洋；分担者：上田恵介，高
木昌興，西海　功；海外研究協力者：R. A. 
Noske）
研究協力者（順不同）：山口典之，高木義栄，三上
修，三上（河野）かつら，勝野陽子，沖田智樹，
森さやか，中村真央，山下大輔，富川聡子，八幡

麻衣子，遠藤千尋，春山菜央子，早矢仕有子，天
野一葉，白木彩子，齋藤大地，齋藤武馬，山根明
弘，濱尾章二，木下智章，増田智久，片岡優子，
佐藤　望，高橋雅雄，上沖正欣，徳江紀穂子，三
王達也，川崎典良，青沼大地，加藤　亘，上田知
央，江口　建．

2．研究の構想
　オーストラリア大陸は気候，植生など自然環境
が変化に富んでおり，生息する鳥類も多様で，そ
の生活史や行動習性，社会形態など他の地域では
見られない特色に満ちあふれている．このような
面白い鳥の多い地域で研究を進めたらどんなに素
晴らしいだろうという気持ちを鳥類研究者の多く
が抱くだろう．本研究プロジェクトが，日本人鳥




